
健康投資
健康投資効果

健康投資施策の取組状況に
関する指標

従業員の意識変容・行動変容
に関する指標

健康関連の最終的な目標指標

健康経営で解決したい
経営課題

禁煙促進

ストレス対策

長時間労働の是正

禁煙プログラム等による
卒煙成功率

ストレスチェック受検率

過重労働対策施策

喫煙率の低下

高ストレス者比率の低減

残業時間の削減
（平日所定外＋休日出勤）

運動習慣対策 ウォーキングイベント等参加率 運動習慣者比率の向上

食生活改善対策 食生活アプリ等実施率
健全な食生活者比率向上
＊就寝前２時間以内の夕食

週２回以下割合

社員一人ひとりが健康で
意欲的に仕事に取り組み、
ヒルズの先進的な働き方の

モデルとなる。

①2021年度：0.68日、 2022年度：1.35日
→目標）2023年度：0.50日
②2021年度：31.0%、2022年度：31.9%
→目標）2023年度：30.0％
③2021年度：偏差値52.7、2022年度：偏差値52.2
→目標）2023年度：偏差値542021年度：26.9h/月、 2022年度：27.2h/月

→目標）2023年度：平均22h/月

セルフケア・ラインケア研修受講率

生活習慣病予備軍の減少
＊特定保健指導対象者率

従業員の元気度

従業員の生産性向上
①アブセンティーイズムによる損失
②プレゼンティーイズムによる損失

③ワークエンゲージメント

2021年度：14.0%、 2022年度：14.8％
→ 目標）2023年度：13.0％

飲酒対策
適切な飲酒習慣セミナー等

参加率
飲酒習慣者比率の低下

【戦略マップ】
代表取締役社長を健康経営推進責任者として、経営的な視点から健康経営を推進しています。
健康経営を推進することにより「社員一人ひとりが健康で意欲的に仕事に取り組み、ヒルズの先進的な働き方のモデルとなる」ことを目指して、健康経営の指標を設定し、目標の達成に向けて各施策を実施しています。

健康経営課題

働き方見直し

生活習慣病
予防

メンタルヘルス
の向上

2021年度：偏差値51.4、2022年度：偏差値51.2
→ 目標）2023年度：偏差値52

社会的価値

企業価値

ヒルズで住み・働き・過ごすことであらゆる世代の
人々が健康で生き生きと暮らせる街を提供する

社員一人ひとりが健康で意欲的に仕事に取り組
むことによるパフォーマンスの向上

メンタルヘルス不調が原因の
休職率の低減

2021年度：0.32%、2022年度：0.56%
→目標）2023年度：0.30％以下

2021年度：6.5%、2022年度：6.9%
→目標）2023年度：5.0％

2021年度：36.1％、 2022年度：36.1％
→目標）2023年度：35％

2021年度：13.3%、2022年度：13.0%
→目標）2023年度：10％（＊全年代）

2021年度：32.8％、 2022年度：31.8％
→目標）2023年度：35％

2021年度：67.6%、 2022年度：63.1％
→目標）2023年度：70％

復職・両立支援プログラム
の充実

2021年度：98.2%、2022年度：96.2%
→目標）2023年度：100％

2021年度：67％、 2022年度：100％
→目標）2023年度：100%

2021年度：65.3%、2022年度：66.1%
→目標）2023年度：90%

ハイリスク者アプローチ 特定保健指導の受診勧奨

精密検査受診勧奨

特定保健指導の受診率向上

精密検査受診率向上

2021年度：12.1％、2022年度：6.3%
→目標）2023年度：20％

2021年度：43.9％、2022年度：72.8％
→目標）2023年度：65％

有休取得率の向上

2021年度：69.5%、2022年度：79.1%
→目標）2023年度：70％

※

※参考）禁煙プログラムへの投資額：
対象者一人あたり48,000円

2023年10月
森ビル株式会社

※一部2021年度データ訂正。
※「健全な食生活者比率」「運動習慣者比率」
「飲酒習慣者比率」については対象者は40歳以上の社員のみ。

ハイリスク者の治療継続率(2022年度)
①血圧 ：94.5%
②糖尿病 ：78.1%
③血中脂質 ：92.1%


